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平
成
二
十

会百
平
成
ノ
大
造
営

v
年
を
振
り
返
っ
て

本
年
は
、
昨
年
来
か
ら
の
世
界
文
化
遺
産
の
国
内
代
表
、
第
三
十
七
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
の
開
催
地
の
決
定
な
ど
、

先
人
た
ち
の
努
力
の
蓄
積
に
よ
り
、
「
宗
像
」
の
地
が
ま
さ
に
動
き
だ
し
た
よ
う
な
年
で
あ
っ
た
。

四
月
に
は
未
曾
有
の
大
災
害
と
な
っ
た
熊
本
大
地
震
が
発
生
。
宗
像
も
震
度
四
の
揺
れ
を
観
測
、
被
害
は
な
か
っ
た
が
災
害

対
応
の
認
識
の
甘
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。
国
を
挙
げ
て
の
被
災
地
の
復
興
支
援
は
日
本
の
底
力
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
が
、
あ

ら
た
め
て
先
人
た
ち
の
叡
智
や
自
然
観
に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

八
月
に
は
世
界
遺
産
の
諮
問
機
関
「
イ
コ
モ
ス
」
の
最
終
調
査
を
終
え
、
い
よ
い
よ
来
年
四
月
の
勧
告
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ

た
が
、
構
成
資
産
の
中
で
最
も
重
要
な
位
置
づ
け
と
な
っ
て
い
る
「
沖
ノ
島
」
は
、
今
後
、
そ
の
神
聖
さ
と
生
態
系
を
維
持
す
る

た
め
、
伝
統
的
な
禁
忌
は
も
と
よ
り
、
今
以
上
の
厳
し
い
管
理
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
人
々
が
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き

な
い
沖
ノ
島
の
普
遍
的
価
値
を
ど
の
よ
う
に
し
て
理
解
い
た
だ
く
の
か
、
今
後
も
さ
ら
な
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
三
大
行
幸
啓
行
事
の
―
つ
で
あ
る
第
三
十
七
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
が
来
る
平
成
二
十
九
年

十
月
二
十
九
日
に
宗
像
市
で
の
開
催
が
決
定
し
、
本
年
十
月
三
十
日
に
は
小
川
福
岡
県
知
事
を
は
じ
め
関
係
者
が
稚
魚
の
放

流
会
場
と
な
る
鐘
崎
漁
港
に
集
ま
り
、
放
流
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
が
執
り
行
わ
れ
た
。
宗
像
の
歴
史
は
日
本
神
話
の
記
述
に
も
あ

る
よ
う
に
、
神
話
の
時
代
よ
り
歴
代
天
皇
を
お
助
け
す
る
こ
と
が
こ
の
地
域
の
役
割
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
時
代

が
変
わ
ろ
う
と
も
市
民
の
心
の
中
に
今
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
こ
の
行
事
は
先
人
た
ち
の
深
い
想
い
を
考
え
な
が
ら
、

細
心
の
準
備
に
取
り
掛
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

秋
に
は
、
「
宗
像
・
沖
ノ
島
大
国
宝
展
」
と
題
し
、
沖
ノ
島
出
土
の
国
宝
の
み
を
展
示
し
た
神
宝
館
で
の
特
別
展
を
開
催
。
九

月
十
七
日
か
ら
十
一
月
二
十
八
日
ま
で
の
会
期
中
に
は
四
万
人
を
超
す
人
々
が
来
場
さ
れ
、
学
識
者
と
い
わ
れ
る
様
々
な
分
野

の
方
々
も
大
勢
来
ら
れ
、
沖
ノ
島
へ
の
関
心
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。
宗
像
の
研
究
は
未
だ
道
半
ば
で
あ
る
が
、
今

後
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
研
究
者
な
ど
に
よ
り
、
宗
像
の
歴
史
が
さ
ら
に
解
明
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
次
第
で
あ
っ
た
。

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

□
店
叫

術
調
査
は
、
昭
和
二
十
九
年
よ
り
行
わ
れ
、

神
秘
に
閉
ざ
さ
れ
た
「
神
宿
る
島
」
が
広
く

世
間
に
知
れ
渡
る
事
と
な
る
。
こ
の
調
査
は

戦
後
、
最
高
最
大
の
発
見
と
呼
ば
れ
た
。
で

は
、
な
ぜ
一
木
一
草
一
石
た
り
と
も
持
ち
出

さ
な
い
と
い
う
禁
忌
が
固
く
守
ら
れ
て
き
た

御
島
で
学
術
調
査
が
行
わ
れ
た
の
か
烹
昭
和

二
十
七
年
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約

発
効
に
よ
り
、
我
国
は
独
立
国
と
し
て
「
戦

後
」
と
い
う
時
代
を
歩
み
出
す
が
、

G
H
Q
の

占
領
政
策
に
よ
り
、
国
家
原
理
と
な
る
「
神

話
」
は
全
否
定
さ
れ
、
未
来
を
育
む
教
育
現
場

か
ら
も
抹
消
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
家

ア
ー
ノ
ル
ド
・
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
「
士
一
、
士
―
―

歳
く
ら
い
ま
で
に
民
族
の
神
話
を
学
ば
な
か
っ

た
民
族
は
例
外
な
く
滅
ん
で
い
る
」
と
語
る

了
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
に
お
い
て
最
古
と
さ
れ

る
岩
上
遺
跡
に
て
出
土
し
た
、
鏡
・
剣
・
玉
の

神
宝
の
意
義
を
。
日
本
書
紀
が
編
纂
さ
れ
る

四
百
年
も
前
に
、
日
本
固
有
の
祭
祀
「
三
種
の

神
器
」
を
用
い
た
神
祭
り
が
、
玄
界
灘
に
浮
か

ぶ
絶
海
の
孤
島
で
執
り
行
わ
れ
て
い
た
事
実
。

沖
ノ
島
神
宝
の
発
見
、
そ
れ
は
神
話
の
出
現

そ
の
も
の
で
あ
り
、
神
話
の
中
に
あ
る
史
実

の
証
明
で
あ
っ
た
烹
我
国
存
亡
の
国
難
に
際

し
、
神
宝
と
い
う
形
で
国
家
再
建
の
ょ
道
乙
を

示
さ
れ
た
宗
像
の
大
神
。
そ
し
て
発
掘
は
最

小
限
に
止
め
な
が
ら
も
、
学
術
調
査
を
決
断

さ
れ
た
先
人
達
に
思
い
を
馳
せ
る
。
（
床
）

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 
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2
ー
ロ
一
本
年
は
猛
暑
や
九
月
の
長
]
押
者
を
楽
し
ま
せ
た
。
期
間
：
社
）
宗
像
青
年
会
議
所
、
運

4
-西
日
本
菊
花
大
会
閉
幕
[
[
[
[
<
]
い
[
]
[

□[
ロ
・
ロ
い

[
O
O
□
こ
ぃ□い□
『
口
＜
：

日
一
宗
像
の
秋
を
彩
る
菊
の
祭

[
1
0
0名か
ら
、
菊
の
花
約
]
数
の
連
絡
を
受
け
て
い
た
が
、
口
が
開
催
さ
れ
、
「
菊
み
く
じ
」
：
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

月
一
2
一
典
、
第
四
十
六
回
西
日
本
菊
ニ
―
千
鉢
が
出
品
さ
れ
、
こ
云
員
の
皆
様
の
努
力
に
よ
り
：
や
観
光
協
会
に
よ
る

年
一
花
大
会
（
主
催11宗
像
大
社
丁
七
五
三
詣
な
ど
期
間
中
に
訪
：
色
彩
豊
か
な
見
事
な
菊
花
が
二
い
っ
ぷ
く
茶
屋
」
、

8
.
 

成
一
菊
花
会
・
宗
像
観
光
協
会
、
丁
れ
た
多
く
の
参
拝
者
を
魅
了
]
境
内
に
出
揃
い
、
多
く
の
参
：
さ
ら
に
は
観
光
ボ

後
援
1
1
福
岡
県
他
）
が
、
十
一
：
し
た
。
｀
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様

一
月
一
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
十
一
月
一
日
に
は
、
福
岡
―
]
疇
心

9
-に
よ
る
境
内
案
内

r

行
わ
れ
、
境
内
に
は
九
州
各
」
県
農
林
業
総
合
試
験
場
資
源
一
『
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

一
県
、
山
口
の
菊
愛
好
家
約
こ
活
用
研
究
セ
ン
タ
ー
苗
木
・
[
-
本
大
会
開
催
に

像
一
＾
り
〖
＼
花
き
部
々
長
松
：
あ
た
り
、
ハ
ウ
ス
の

f
{
.
』
野
孝
敏
氏
を
審
二
設
営
・
菊
花
搬
入

鬱
一
"
-
'
“

，
＂
：
査
長
と
し
て
、
こ
出
等
の
奉
仕
活
動

N

で
厳
し
い
出
品
基
一
に
御
協
力
頂
き
ま

M
 

•
『
し
・
ム
準
・
審
査
基
準
：
し
た
、
宗
像
市
商

宗

；
に
則
り
厳
正
に
二
上
会
青
年
部
、
（
公

-
」
審
査
さ
れ
、
各

暴
]
]
、

賞
を
決
定
し

,

.

 た
。
同
十
六
日

に
は
、
当
社
の

清
明
殿
に
て
表

彰
式
が
開
催
さ

れ
、
賞
状
・
ト
ロ

フ
ィ
ー
が
各
受

賞
者
等
に
授
与

さ
れ
た
。

—-内閣総理大臣賞 保田直宏

農林水産大臣賞 和田太義

文部科学大臣賞 福嶋廣之

総務大臣賞生武静男

法務大臣賞訟越順一

外務大臣賞安武善隆

財務大臣賞時田義光

厚生労働大臣賞 古原正則

経済産業大臣賞 吉田睦雄

国土交通大臣賞 城本勝行

環境大臣賞豊原勇

防衛大臣賞近藤正美

内閣官房長官賞 御田良知

衆議院議員宮内秀樹賞 土居幸四郎

宗像大社宮司賞 船越順一
※以下、受賞者につきましては紙面の都合上
割愛させていただきます。
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三
笠
宮
崇
仁
親
王
殿
下
草
死
去

、官習男皇子年 た院三十
学院子のと‘：：：。＾十月三
校中皇弟し大冠御東四二笠
・等族宮て正宮歳京分＋宮
，陸科の r 御天殿百都、 卑
軍を責ぷ生皇下歳ー聖七『
大経務た誕のにでで路日親
学てとら、第はあ斃加午王
校陸しれ昭四大昇去国前殿
iを軍てる和皇正 さ際八下
御士学。天男四たれ病時が
................................................................................................................ 

め学よをめ究戦しれに更卒
に院り御ら生後てるよに業
な大墨専れとは終とり参゜

鳥： ［学尽攻古し患戦共陸謀陸
等女゜代て尽をに軍と軍
たの子昭ォ歴大迎貴少しで
゜講大和リ史学ぇ族佐て騎
そ師学三ェ研文 院にの兵
のを・十ン究学負議栄御将
頃お青年卜を部る員進勤校
よ務山頃史始研。とさ務、
............................................................................................................................................. 

問＋折沖参四 た国り発はれ佐り
日でノ拝年当゜史‘掘私て＝出

三ょの島さと社 に沖調財い翁光
宮り昭第れ同に もノ査をると興

·勺を十和三た五は 関島を投°も産
'::'蜘御三四次。十、 心を進じ当親創
巡日十発一年昭 を中めて時交業

｀桑竺で←[9 ]9 ]；り 9 」:、i;a,:.................................................................................................................................................................................................................................................................. 

全の な参のげ--,御て日そのの宮そと二成造はる残中植折ら
面御昭ら拝あにザ題の宮の歌巡‘の共十し営‘゜つ両樹の九
的発和れ時と千島--,応中歌碑拝高際に五たが昭二 が吾
に意五たのと歳森ま制歌碑をに賓に御日廿刀 和回て宮： l:t且そ
協に十も感ーふのつ歌会は披引第は参に祉完大目いに呻念の
ヵょ四の慨回りしどで始、露続—‘拝百
しり年でを目にげ r‘ の同門き函総匁合↑
て佐 r ぁ御のしみしそ儀年 殿．社 子
財三ほ歪詠沖神の合のにー上下第．ら妃年
団翁‘ みノ祭岩わ年ぉ月ば御三辺皇殿十
法が宮 に島りかせのい十：詠宮津：下月
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

祈を 頂七問十執葬夜に 公赤授東総鷹人
り表こい百の月りのにあ当職十．京裁市中
申しこた二記二行儀二た社を字名藝‘ー近
し御に゜名帳十つに日りで歴社誉術名を東
上霊謹 の所七だ合参宮は任名客大誉設文

計珈拿 聾母足［拡謡忍厚甕節畏［鵞妾竺
゜安悼 に屑よ斃拝日邸の°裁‘客就せ l
をの 記設り去式のの斃 等日員任ら＾
お意 帳、弔のを敏通去 の本教。れ三

、
一

え
3
r「
l
L
.
e

.‘ 
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灼
ん
ば
‘
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十
一
月
十
四
日
、
勅
使
一
そ
れ
以
来
も
貴
賓
館
と
し

館
解
体
に
伴
う
解
体
清
祓
一
て
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
近

神
事
を
執
り
行
っ
た
。
昭
こ
ヰ
は
経
年
劣
化
に
よ
り
雨

和
四
十
六
年
、
昭
和
の
造
二
漏
り
が
絶
え
ず
、
設
備
も

営
に
際
し
辺
津
宮
本
殿
遷
一
老
朽
化
し
、
今
回
建
替
え

座
祭
を
斎
行
。
勅
使
の
御
一
の
連
び
と
な
っ
た
。
翌
日
か

参
向
に
併
せ
建
設
さ
れ
、
：
ら
早
速
解
体
作
業
が
進
め

ら
れ
年
内
に
は
更

地
と
な
り
、
年
明

け
早
々
に
は
新
築

工
事
が
は
じ
ま
る
。

竣
工
は
来
年
九
月

を
予
定
し
て
い
る
。

け
•

ヽ

時
満
ち
て
道
ひ
ら
く

造
営
日
記
⑱

S

勅
使
館
解
体
清
祓
神
事
S

十
一
月
三
日
、
秋
季
恒
例
二
吟
並
び
会
員
一
同
に
よ
る
「
吟
一

の
清
香
吟
社
宝
山
会
に
よ
る
こ
追
」
の
合
吟
が
奉
納
さ
れ
た
。
一

秋
季
奉
納
吟
詠
大
会
が
開
催
一
菊
花
展
で
彩
ら
れ
た
境
内
に
i

さ
れ
た
。
一
朗
々
と
響
き
渡
る
と
、
多
く
一

午
前
十
時
、
宝
山
会
々
長
二
り
参
拝
者
が
そ
の
美
声
に
聴
一

を
は
じ
め
、
県
内
外
よ
り
会
：
き
入
り
暫
し
足
を
止
め
深
い
一
．
、
に
咋

員
約
四
十
名
が
当
社
へ
参
集
二
感
銘
を
受
け
る
様
子
が
見
ら
一
凹
町
心
[
'
’

清
明
殿
に
て
会
員
各
々
が
順
丁
れ
た
。
二
弓
さ
れ
た
方
へ
感
謝
状
と
記

次
日
頃
鍛
え
た
自
慢
の
喉
で
一
献
吟
後
、
一
同
は
清
明
殿
ヘ
一
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

吟
詠
が
披
露
さ
れ
た
。
：
と
移
動
し
式
典
が
開
催
さ
れ
、
一
午
後
一
時
に
は
日
程
の
全

午
前
十
一
時
、
本
殿
に
て
一
村
上
昌
月
氏
へ
葦
津
権
宮
司
二
J
を
終
え
、
一
同
バ
ス
に
て
直

正
式
参
拝
を
執
り
行
い
、
献
一
よ
り
永
年
斯
道
の
興
隆
に
寄
丁
会
会
場
へ
と
移
動
し
た
。

ー博
陽
吟
道
会
秋
季
奉
納
吟
詠
大
会

十
一
月
十
日
、
博
陽
吟
道
一
に
よ
る
合
吟
が
奉
納
さ
れ
た
。
一

会
奉
納
に
よ
る
吟
詠
大
会
（
協
：
そ
の
後
、
清
明
殿
に
て
会
員
[

賛
．
吟
道
清
吟
会
）
が
開
催
さ
こ
寺
に
よ
る
会
詩
の
合
吟
が
行
一

れ
た
。
清
明
殿
に
て
会
員
ら
丁
わ
れ
た
。
大
会
終
了
後
、
会
一

に
よ
る
吟
詠
大
会
を
開
催
。
：
員
等
は
今
後
更
な
る
飛
躍
を
一

そ
の
後
午
後
一
時
よ
り
、
本
二
詈
い
合
い
、
境
内
中
に
咲
き
[

殿
に
て
正
式
参
拝
、
博
陽
吟
」
誇
る
菊
花
を
愛
で
な
が
ら
大
[

道
会
・
吟
道
清
吟
会
両
会
員

□
社
を
後
に
し
た
。

.
`
9
1
 

グ
｀

社
奉
納
吟
詠
大
会
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一
主
な
受
賞
者
は
次
の
通
り
。

·
m
,
'
繭
.. ' 

i
◆
福
岡
県
知
事
賞
川
崎
芳
子
佐
賀
市

一
砂
浜
に
脚
も
て
描
く
太
き
文
字
『
心
』
残
し
て
少
年
去
り
ぬ

i
◆
福
岡
県
教
育
委
員
会
賞
末
次
典
子
福
岡
市

一
常
な
ら
ぬ
日
照
り
つ
づ
き
を
は
た
た
神
屏
風
に
あ
そ
ぶ
時
で
は
な
い
ぞ

十
一
月
六
日
、
清
明
殿
に
お
い
一
作
品
の
選
評
を
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
~

一
◆
宗
像
市
長
賞
金
澤
諒
和
大
分
市

て
「
宗
像
大
社
短
歌
大
会
」
実
行
一
表
彰
式
が
終
る
と
、
賞
状
を
持
っ
た
生
徒
~

委
員
会
主
催
、
毎
日
新
聞
社
共
：
さ
ん
と
家
族
が
演
台
を
背
に
記
念
撮
影
一
青
空
に
な
る
ま
で
振
っ
た
手
の
ひ
ら
が
父
見
送
り
し
記
憶
の
全
て

催
、
宗
像
大
社
ほ
か
後
援
の
短
歌
：
を
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
一
◆
福
津
市
長
賞
中
村
仁
彦
福
岡
市

大
会
が
行
わ
れ
た
。
一
午
後
の
「
一
般
の
部
」
で
は
、
参
加
者
は
一
壊
さ
れ
た
家
の
跡
地
に
丈
高
し
オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
ク
ヒ
メ
ム
カ
シ
ョ
モ
ギ

午
前
の
「
小
中
高
生
の
部
」
で
乙
約
四
十
名
。
は
じ
め
に
、
渡
邊
禰
宜
よ
り
一
◆
宗
像
市
教
育
委
員
会
賞
井
寺
容
子
筑
後
市

~
子
に
読
み
て
そ
の
子
の
子
に
も
読
ん
で
ゐ
る
ず
つ
と
終
は
ら
ぬ
「
い
な
い
い
な
い
ば
あ
」

は
、
ニ
―
九
九
首
の
応
募
が
あ
り
二
挨
拶
を
行
う
。
三
笠
宮
崇
仁
親
王
殿
下
一

一
◆
福
津
市
教
育
委
員
会
賞
甲
斐
田
絹
代
八
女
市

~
打
ち
返
す
土
に
太
陽
充
た
し
め
て
大
豆
小
豆
の
種
を
落
と
せ
り

当
日
の
参
加
者
は
先
生
方
や
保
二
の
斃
去
を
悼
み
沖
ノ
島
調
査
や
大
社
訪
問
~

護
者
の
方
々
も
含
め
て
約
七
十
二
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
に
触
れ
、
来
年
の
世
一

名
。
桜
川
冴
子
先
生
に
よ
る
入
選
一
界
遺
産
登
録
へ
の
期
待
と
、
短
歌
大
会
の
＝
―

H
衰
1
H条
．
一
·
·
■
·
·
·
·
·
·
~

盛
会
を
期
待
す
る
話
を
す
る
。
続
い
て
有
一
◆
宗
像
市
長
賞
中
田
光
紀
並
木
学
院
福
山
1
年

~
三
日
月
の
綺
麗
な
宵
の
闇
に
立
つ
ぼ
く
は
ひ
と
つ
の
心
あ
る
個
体
だ

川
知
津
子
先
生
の
「
白
秋
の
初
期
の
詩
法
i
一
◆
福
津
市
長
賞
松
本
春
花
宗
像

l

年

一
雨
の
日
に
告
げ
る
想
い
を
雨
音
に
か
き
消
さ
れ
た
く
て
あ
け
た
2

メ
ー
ト
ル

に
学
ぶ
」
と
題
す
る
講
演
が
あ
っ
た
。

「
一
般
の
部
」
の
応
募
者
数
は
二
七
三
＂

首
。
入
選
作
品
と
出
席
者
の
作
品
に
つ
い
―
―
凸
芦
芸
条

F
-
~
.
_
|

一
◆
宗
像
市
長
賞
井
塚
健
心
立
石

3

年

~
大
空
に
と
ぶ
こ
と
の
な
い
砲
丸
が
い
ま
こ
の
手
か
ら
と
び
た
っ
て
い
く

て
、
青
木
昭
子
・
野
田
光
介
・
大
野
英
子
・
＂

一
◆
福
津
市
長
賞
今
村
美
空
星
野

3

年

桜
川
冴
子
の
各
先
生
か
ら
、
添
削
も
ま
じ
i

え
て
講
評
を
頂
い
た
。
簡
潔
で
分
か
り
や
一
競
い
合
う
私
と
前
の
私
と
で
走
り
続
け
る
二

0
0
0
メ
ー
ト
ル

す
い
解
説
に
、
参
加
者
は
メ
モ
を
と
り
な
一

が
ら
最
後
ま
で
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
た
。
一
翌
碍

4
'舌
........ 

ｷ

|

 

i
◆
宗
像
市
長
賞
大
嶋
舞
香
明
星
学
園

5

年

~
波
が
来
て
手
品
み
た
い
に
現
れ
た
白
い
貝
が
ら
夏
の
思
い
出

最
後
に
、
福
岡
県
知
事
賞
以
下
、
宗
像
i一

◆
福
津
市
長
賞
常
門
稜
中
津
原

6

年

大
社
賞
、
佳
作
ま
で
の
表
彰
式
が
あ
り
、
~

拍
手
の
う
ち
に
閉
会
し
た
。
一
バ
ナ
ナ
食
ベ
ゴ
リ
ラ
に
近
づ
く
訓
練
だ
ぼ
く
ら
の
先
生
怪
カ
ゴ
リ
ラ

一宗
像
大
社
短
歌
大
会

宗
像
大
社
短
歌
大
会
実
行
委
員
会

-'^” 
.ヽ. , 
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藤
川
宣
重
氏

太
刀
を
奉
納

的政太この年執納重
にの刀の御にりさ氏十
意存はた奉わ行れ所一
義在、び仕たわる蔵月
をを筑御にりれこの十
も確前奉尽当たと太t- -
っか信納力社゜と刀ち日
名に国ぃさの藤な一、
刀し麿たれ刀川り口当

マ氣元喜：冒且犀面［社
彰史吉た。磨長納把砿

式が川
が奉宣

乙政の

げごたを、行記藷名め殿—霊房憂釘： 9S り悶賢壱齋一'’’’’’’t:'’’‘da 閲眉
ま奉い大御わ念津が細で月1J に深のわ納の藩、（エ日一住

内：を［;~諮誓胄｀り］亮空資竺丙品 9 出筏空：圏合手雙悶 呈ょよ細藤かは°が御筑在っ家‘刻貞平
感。伝だ 貴り゜息川ら、 新縁前にて力、福む亨助
謝こえい 、感祭女氏辺午 たの刀伝奉ら岡。弐吉

田秩豊中名名福福福福宗大五小六飯今糟北倉倉福福別宗一北二鹿京横三ア広宗二福一
辺父田津古古岡岡岡津像和 d 竹 d 塚治屋九敷敷岡岡府像Q九Q児都浜Q l 島像°岡 d
市市市市屋屋市市市市市市 0 町 0 市市郡、1111 市市市市市市〇朴IO 島市市 0 卜市市Q市 0 冒記

市市 O O 市 O 市 O 市 O ホ 0 0 
円円 0 ｷ,-0 ｷ,- 0 I 0 

村引近ー鈴三林村沖中永森 木 三矢森光櫻櫻加土脇椎円西円牧山大円全 越畠吉g巴t,】
上間藤次木浦川山東嶋地原宅野山山井井藤山葉村 口崎和株智 田g

美加光 寿 と 美田式
昌貴哲友康祐咲菜智武佳久 良津章永 澄隆み 裕玲津全会珍ま
夫子也恵之実子子子志子治 剛 介枝雄寿攻勝美治子貢 恵 子夫彦 社 友 き

文文米ミ宇川北北北佐広福富三 愛浅糸大遠各鹿糟糟糟糟糟川京三四世高太
京京沢 o 部口九九九賀島岡士 d 西口満阪賀務児屋屋屋屋屋崎都条国田岡宰
i区区市 0 市市小卜1 、)小1 、州市市市宮〇ヒ。市市市市郡原島郡郡郡郡郡市市市中谷市府

＾＾臀］i g市市市 市° l 市市 央区市正誤が号 円夕 市
二二あ II 鮎徳鹿 篠中溝園溝中高藤渡 1 中畑高岡蓑疋濱村村刈金平水岡三佐中長豊
00 り 6 1 川山野 原村田川田垣橋田邊 ご村田榎田田田野山山川本山島本木々東田福`[g | 前豊 ：：：：天 幸千 木
00 た号 1 雅昇 正朗智次俊明雅和俊 う 澱 寿 一亮数代信裕一純雅敬和大洋
00 のii子順大 行子行郎一子代彦ー ン実如博代武均郎子恵美一美誠玉之史夫輔一
円円で、ぺ I----------------------------------------------------------------------------
飯飯ぉ 1'
塚塚詫ジ 1 諌稲稲入岩宇宇宇嬉大大遠蒲北北玖熊古さ境静仙徳中中沼枚福福福福福富富

1 市市び掲i早城敷間国城部部野竹牟賀郡九九珂本賀い港岡台島津津津方岡岡岡岡津士士
直草と房 I 市市郡市市市市市市市田郡市州朴I 郡市市た市市市市市市市市市市市市市宮宮·ぶ9
！葉場口 I 市市市雷 市市 ■：：谷
天天ぃ金i山石原宮仁片綿福富ー西松足平吉藤小寺末大池松根宗阿荒大山田堺佐辻高渡
子子［畠 l 口山田本田山谷島氷本岡永立 田本嶋田藤田田本井像部木瀬崎中哲藤 田邊
ささまにi 由 杉真慎 真 絵み夫 佐
んんす 1 高時直時洋美清順絹朋千文由道有由美千誠美信利理直一 雅泰の竜 勝昌代
---ニー」司夫彦美子子子子恵子織孝美生希美和春崇紀枝子江樹樹恵季通り宏寛政子子
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昭
和
5
5年
一
前
厄
（
女
）
＿

3
7

昭
和
5
2年
＿
前
厄
（
男
）
＿

4
0

昭
和
5
1年
一
大
厄
（
男
）
＿

4
1

昭
和
5
0年
一
後
厄
（
男
）
＿

4
2

昭
和
4
7年一
八
方
塞

45 

昭
和
3
8年＿
八
方
塞

54 

昭
和
3
3年
＿
前
厄
（
男
）
一

5
9

昭
和
3
2
年
＿
大
厄
（
男
）
＿
6
0

昭
和
3
1年
＿
後
厄
（
男
）
＿

6
1

昭
和
2
9年一
八
方
塞

63 

昭
和
2
0年＿
八
方
塞

72 

昭
和
1
年
＿
八
方
塞

81 

昭
和
2
年
一
八
方
塞

90 

平
成
2
0年＿
八
方
塞, 

平
成
1
2
年
＿
前
厄
（
女
）
＿

1
7

平
成
1
年

大
厄
（
女
）
＿
8

八
方
塞
ー

平
成
1
0年
＿
後
厄
（
女
）
＿

1
9

平
成
6
年
＿
前
厄
（
男
）
＿

2
3

平
成
5
年
＿
大
厄
（
男
）
＿

2
4

平
成
4

年
＿
後
厄
（
男
）
＿

2
5

平
成
2
年
一
八
方
塞

27 

昭
和
6
1年
＿
前
厄
（
女
）
＿

3
1

昭
和
6
0
年
＿
大
厄
（
女
）
＿
3
2

昭
和
5
9年
＿
後
厄
（
女
）
＿

3
3

昭
和
5
7年
ー
前
厄
（
女
）
＿

3
5

昭
和
5
6年
大
厄
（
女
）
＿
6

八
方
塞
3

平
成
2
9年厄

年

一覧
表

厄
年

厄
年
と
は
人
生
の
節
目
で
あ

る
と
と
も
に
、
一
生
の
う
ち
で

災
い
・
災
難
と
い
っ
た
『
厄
』
に

あ
う
お
そ
れ
が
多
い
た
め
、
忌

み
慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
い

う
年
で
す
。

I

特
に
男
性
の
四
十
一
歳
、
女

性
の
三
十
二
歳
は
『
大
厄
』
と
さ

れ
、
そ
の
前
後
の
年
も
『
前
厄
．

後
厄
』
と
い
っ
て
、
最
も
慎
み
忌

む
べ
き
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

我
々
日
本
人
の
永
年
の
生
活

習
慣
か
ら
発
生
し
た
、
我
が
国

独
自
の
慣
習
で
あ
り
ま
す
が
、

厄
年
を
迎
え
る
と
我
々
の
先
祖

は
神
社
に
足
を
運
び
、
お
祓
い

を
う
け
避
け
て
き
ま
し
た
。
医

学
的
に
み
て
も
、
男
性
の
四
十

代
は
生
活
習
慣
病
、
女
性
の

三
十
代
は
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん

の
発
生
率
が
高
く
な
る
年
代
で

厄
年
と
も
符
合
し
ま
す
。
神
社

で
お
祓
い
を
う
け
、
こ
の
一
年

を
清
々
し
い
気
持
ち
で
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

は
っ
ぼ
う
ふ
さ
が
り

八
方
塞

陰
陽
道
で
ど
の
方
向
に
向
か

っ
て
事
を
成
し
て
も
、
不
吉
の

結
果
を
生
ず
る
年
齢
と
さ
れ
、

転
居
、
結
婚
、
新
し
く
事
を
は

じ
め
る
方
は
要
注
意
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

II ♦鍔宗像大社初詣 II
交通蜆制のお知らせ

●平成28年12月 31 日（土）
午後10時から

平成29年 1 月 1 日（日）
午後 8 時まで

●平成29年 1 月 2日（月）～ 1 月4日（水）
午前 9 時から午後 8 時まで

※交通状況により、規制時間を変更することがあります。

凡 例
i 

ヽ 宗像大社順路

IICII 一方通行

]9] 歩行者用道路

= 車両進入禁止＠二e 交通信号機

一
駐 車 場

玄界瀾

^) 
多礼ダム

ら宗●大社までの距離
から 4.1km ＊神湊交差点から 2.0km 

＊日の里北口交差点から 4.1km ＊瀬戸交差点から 3.3km ■公共交通機関をご利用ください
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ー
一
眉

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日メ
切

一
宗
像
市
自
由
ヶ
丘
萩
原
勉

〗
着
陸
に
勧
め
ら
れ
た
る
あ
め
玉
は
小
さ
く
な
り
て
も
甘
さ
変
わ
ら
ず

i
着
陸
前
に
も
ら
っ
た
飴
。
下
の
句
を
〈
到
着
の
の
ち
も
甘
さ
が

ご
つ
づ
く
〉
と
時
間
を
詠
み
こ
ん
で
は
。

一
宗
像
市
池
田
森
龍
子

戸
に
わ
と
り
の
餌
食
に
取
り
し
蜻
な
ど
思
い
て
稲
穂
を
遠
く
に
望
む

宗
像
市
多
膿
早
川
祥
三
・

~
も
う
昔
の
こ
と
か
、
鶏
の
餌
に
す
る
蛙
を
捕
っ
た
思
い
出
の
歌
。

今
盛
り
流
刑
の
島
の
夏
み
か
ん
安
倍
宗
任
の
墓
を
望
め
ば
i

~
二
句
は
〈
餌
に
取
り
た
る
〉
に
。

大
島
の
歴
史
が
見
え
る
。
字
余
り
に
な
る
が
切
れ
を
―
つ
に
し
〈
安
i

＿
倍
宗
任
の
墓
如
に
来
れ
ば
今
盛
り
流
刑
地
大
島
の
甘
夏
み
か
ん
〉
。
[

~
宮
若
市
宮
田
本
田
エ
リ
ナ

｀
匡
下
の
皇
帝
ダ
リ
ア
皆
倒
れ
首
を
も
た
げ
て
お
日
様
仰
ぐ

宗
像
市
宮
田
山
本
静
子
~

天
空
の
大
き
白
雲
胸
ふ
か
く
入
り
た
る
よ
う
な
し
ん
み
り
と
秋
~~
皇
帝
ダ
リ
ア
は
強
く
、
倒
れ
て
も
ま
た
空
に
向
か
っ
て
伸
び
る
。

i
三
旬
は
一
本
に
集
中
し
〈
倒
れ
て
も
〉
。

ゆ
た
か
な
詩
心
が
感
じ
ら
れ
る
魅
力
的
な
一
首
。
四
句
と
結
~

一
句
の
間
を
一
字
空
け
に
し
た
い
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子
一
宮
若
市
水
原
吉
崎
美
沙
子

彼
岸
入
り
墓
碑
立
つ
寺
の
境
内
に
て
銀
杏
拾
ふ
足
さ
へ
弾
む
正
飯
粒
を
撒
き
て
木
に
な
る
一
羽
き
て
雀
群
が
る
木
は
動
け
な
い

~
作
者
は
気
持
ち
を
木
に
託
し
て
い
る
の
か
、
童
話
的
な
世
界
、

銀
杏
拾
い
に
行
っ
た
作
者
、
結
句
に
喜
び
が
表
れ
る
。
助
詞
を
一
~
二
句
〈
撒
け
ば
木
に
居
る
〉
に
。

初
句
〈
ー
の
入
り
〉
三
句
〈
ー
で
〉
に
。

北
九
州
市
門
司
区
北
野
カ
ズ
ミ
i
福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
鏡
に
髪
を
と
と
の
へ
て
施
設
の
母
と
毎
日
を
会
ふ
五
残
暑
つ
づ
く
毎
日
な
れ
ど
桜
葉
は
色
づ
き
そ
め
て
秋
を
し
ら
し
む

母
思
い
の
作
者
。
三
句
以
降
を
〈
と
と
の
へ
る
施
設
で
日
々
に
]
歌
の
と
お
り
、
毎
年
桜
が
最
初
に
紅
葉
す
る
。
言
葉
が
少
し
固

一
母
と
会
ふ
前
〉
と
三
句
切
れ
に

0

j
い
の
で
結
句
〈
ー
知
ら
せ
る
〉
。

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
i

ぢ
し
ま
i
／
ヽ
選
者
詠

：
か
へ
る
で
が
色
づ
く
庭
に
咲
き
出
で
て

地
の
島
が
上
下
し
て
見
ゆ
た
ふ
た
ふ
と
渡
船
「
し
ま
か
ぜ
」
に
浪
う
ち
つ
け
て
~

~
や
た
ら
の
つ
ぽ
の
皇
帝
ダ
リ
ア

擬
音
語
た
ふ
た
に
感
じ
が
出
て
い
る
。
結
旬
は
〈
浪
に
打
た
れ
i

一
て
〉
と
受
け
身
に
し
て
は
。

ょ
3
と
枝
を
欲
り
て
寄
り
ゆ
き
見
下
ろ
さ
る皇

帝
ダ
リ
ア
高
み
の
花
に

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦
~

）
機
械
に
て
あ
っ
と
い
ふ
問
に
刈
ら
れ
た
る
稲
田
が
生
媒
の
に
ほ
ひ
を
放
つ
一

知
効
率
よ
く
刈
ら
れ
る
稲
、
刈
っ
た
後
の
田
の
匂
い
に
注
目
し
一

1

一
た
の
が
良
い
。
生
の
藁
の
匂
い
が
リ
ア
ル
。
i

月侮
宗
像
市
日
の
里
秋
吉
嘉
範
i

し
る
ひ
げ
は
ほ
え

号
白
髭
の
教
え
子
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
満
面
の
微
笑
み
面
影
あ
り
き
[

゜6
7一
教
え
子
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
感
慨
。
〈
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
[

第
賞
の
教
え
子
白
髭
の
笑
み
に
か
つ
て
の
面
影
の
こ
る
〉
。
一

俳
句0

ロ

宗
像
市
光
岡
白
土

名
月
や
雲
に
お
お
わ
れ
姿
消
す

凌

ー
吐
[
:

始
め
、
気
付
け
ば
師
走
と
な
り
ま
し

た
▼
こ
の
一
年
間
は
も
の
す
ご
く
早

く
過
ぎ
て
い
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
今
秋
に
開
催
し
ま
し
た
神
宝
館

で
の
特
別
展
「
宗
像
・
沖
ノ
島
大
国

宝
展
」
で
は
多
数
の
方
が
来
場
し
、

沖
ノ
島
へ
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
来
年
は
世
界
遺

産
本
登
録
、
全
国
豊
か
な
海
作
り
大

会
の
開
催
な
ど
更
に
宗
像
に
多
く
の

関
心
が
寄
せ
ら
れ
る
年
に
な
る
気
が

し
て
お
り
ま
す
竺
誌
面
を
通
し
て
皆

様
に
宗
像
大
社
の
こ
と
、
宗
像
の
こ

と
を
伝
え
て
い
け
る
よ
う
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
皆
様
ど
う
ぞ
よ
い
お

年
を
お
迎
え
下
さ
い
。
（
黒
）

発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

住
所
〒
八
―
―
ー
三
五

0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
ニ
ー
一
三
―
一
（
代
）

発
行
人
藷
津
幹
之

編
集
人
大
塚
・
鈴
木
・
黒
神

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

つきなみ

1 ・ 15日月次祭
午前10時
高宮祭、第二宮•第三宮祭
引き続き宗像護国神社月命日祭(1日）
午前11 時総社祭浦安舞奉奏(1日）

豊栄舞奉奏(15 日）
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
18日古式祭午前6時～
御座午前6時30分～
鎮火祭午前10時～

.................................................................. 

19日松尾神社祭午前11 時～
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

23日天長祭 午前 11 時～
....................................................................... 

31 日年越大祓式午後3時～引き続き除夜祭




